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情報処理技術者試験 受験対策について

本資料は、情報処理推進機構(IPA)が実施する情報処理技術者試験の試験範囲を俯瞰し、受験者ならびに情報処理試験勉強会が実施することで受験対策として有用と思われる各施策ついて検討したものである。

情報処理技術者試験 試験範囲について

情報処理技術者試験は、下記各分野について比重と難易度を設定している。

受験者は、下記比重と難易度に基づいて知識を獲得することを求められている。

· コンピュータ科学基礎(2/0)

· コンピュータシステム(1/1)

· システムの開発と運用(1/1)

· ネットワーク技術(1/0)

· データベース技術(1/0)

· セキュリティと標準化(1/1)

· 情報化と経営(1/1)

※数字は難易度を示す。数字が大きいほど難易度が高い。

()内の数字は、それぞれ左が基本情報、右が初級シスアドのレベルを示している。

※太字は重点分野

試験範囲の詳細については、付録Aを参照のこと。

なお、午後試験の試験範囲については、上記試験範囲についての応用力を問う内容となっており、午前試験対策をみっちり行うことが、結果的に午後試験対策ともなる。

午前試験対策について

上記「情報処理技術者試験 試験範囲について」を見ればわかるように、試験範囲は非常に広く、一夜漬けが通用しない。

こと基本情報や初級シスアドといったエントリーレベルの試験に関しては、一夜漬けが通用しないように、わざと試験範囲を広くしている節もある。

午前試験対策は、日常から少しずつ積み重ねることが最終的にもっとも楽で、もっとも低コストで、もっとも確実であるといえる。

　日常的な午前試験対策としては、『宿題メール』の利用をお薦めする。

　参考 : http://www.yscon.co.jp/j/homework/index.htm
　一日一問、受験予定の区分の問題に回答することで午前試験対策は万全となる。

午後試験対策について

最新の過去問題集の入手が最大の午後試験対策である。

過去問題集は、必ず最新版を購入すること。少なくとも、過去問題集についてだけは最新版を購入することを強くお薦めする。

勉強会で実施する施策について

　勉強会で実施する施策として、以下の項目をご検討願いたい。

Q&Aメーリングリストの開設

　疑問点や質問を受け付けるメーリングリストを開設する。勉強会で取り上げる題材については、Q&Aの内容を踏まえて選択するようにする。

模擬試験の集合受験

　基本情報、初級シスアドの模擬試験については、ITEC,TAC,LEC,大原などの企業ならびに各種学校が模擬試験を開催しているが、定評があるのはITECとTACの二つである。

なお、ITECが実施する模擬試験は、精度が高い反面難易度も高すぎて、初学者が受験するにはハードルが高すぎることも考えられる。

初学者が模擬試験を受験する際は、TACの模擬試験受験を選択肢に含めることをお薦めする。

以上

試験範囲を見ればわかるように、


各試験の天王山は


・基本情報：コンピュータ科学基礎


・初級シスアド：情報化と経営


であることがわかる。








